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はじめに──恒藤恭シンポジウムの経過──
　恒藤恭シンポジウムは、2009 年 12 月に第 1 回のシンポジウム「恒藤恭と芥川龍之介──
時代と対峙した二つの知性──」を開催して以来、毎年開催し、今年で第 5 回目を数える。
2008 年に恒藤家から芥川龍之介の恒藤恭宛て書簡百点余が本学に寄託されたことがきっかけ
となって恒藤シンポジウムは始まったが、それを単発的企画に終わらせないで、大阪市立大学
が所蔵する膨大な恒藤恭関係資料を生かしつつ、近代日本の卓越した法学者かつ知識人であっ
た恒藤恭の学際的研究が持続的に組織されたことが重要である（1）。
　シンポジウムは 2010 年度以降、大学史資料室と恒藤記念室が共催する形で開催されてきた
が、それとともに『大阪市立大学史紀要』でのシンポジウムの成果等の発表、資料集『恒藤記
念室叢書』の刊行など、恒藤恭と関連するテーマを持続的に研究する体制が、大学史資料室が
中心的推進力となって、必要経費確保の努力とあわせてつくりだされ、歴史学、法学、文学、
教育学などにわたる学際的研究が発展してきたのである（2）。
　今回は、「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」というテーマを掲げることになったが、報告者
として文学の奥野久美子氏、法学（国際法）の桐山孝信氏、コメンテーターとして文学の上田
博氏、法学（法哲学）の中村浩爾氏を得ることができ、これまでの蓄積を生かしつつ、新しい
研究の展開を示す充実したシンポジウムが実現することになった。
１　テーマ「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」について
　今回のテーマ「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」は、「戦争の世紀」と「恒藤恭の平和主義」
≪シンポジウム記録：趣旨と意義≫
シンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」　　　
広　川　禎　秀
───────────────────────────────────────────────
　（1）　このような恒藤恭に関する学際的シンポジウムは、大阪市立大学学術情報総合センターと同大学史
資料室の共催で、すでに 2004 年 10 月 22 日に「恒藤恭の学問・思想・絵画」というテーマで開催され、
同時に「恒藤恭・若き日の水彩画展」がおこなわれた。シンポジウムの報告者・テーマは、関口安義
「恒藤恭とキリスト教」、熊田司「恒藤恭・若き日の水彩画」、中村浩爾「恒藤恭法哲学の一断面」、広
川禎秀「恒藤恭の平和主義思想」であった。
　（2）　この間の資料調査および研究の成果は、『大阪市立大学史紀要』、『恒藤記念室叢書』にその多くが
掲載されている。しかし、近年、それ以外の雑誌等にも恒藤関係の研究が発表されていることに注目
する必要がある。
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という二つの内容からなるが、テーマの軸は、当然のことながら「恒藤恭の平和主義」にある。
　恒藤は、戦後の日本国憲法の平和主義につながる思想を、戦前の日本社会のなかで準備した
という点で、同時代の知識人のなかでも特別な歴史的役割をはたした法学者であり、知識人で
ある。その恒藤の平和主義の軌跡を振り返る必要性を痛感させるような現代の政治的思想的状
況があることを指摘しなければならない。そこに、テーマ「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」
を設定した一つの理由がある。
　恒藤の一生には、大規模な戦争が繰り返される 20 世紀の歴史がかさなっている。恒藤は
1888（明治 21）年に生まれ、1967（昭和 42）年に 78 歳でなくなったが、その生涯には日清戦争、
日露戦争、第一次世界大戦、シベリア出兵、山東出兵、十五年戦争（二次世界大戦）、そして
戦後も冷戦体制のもとで朝鮮戦争、ベトナム戦争などが起こった。恒藤自身は戦場に出る経験
はなかったが、十五年戦争の時期に戦時動員体制や空襲、弾圧体制下の日常生活を直接経験し、
また第二次大戦による空前の戦争被害と平和擁護の世界的機運の高まりや、国際平和のための
法と機構の発展も同時代の出来事としてみることになった。そのなかで恒藤は、「戦争の世紀」
というべき 20 世紀をまさに主体的に生きた日本の法学者であり、知識人であった。
　恒藤の平和主義は、恒藤研究の中心課題の一つである。恒藤の思想形成の画期をなすと考え
られる 1921 年の「世界民の愉悦と悲哀」（「世界民」論文）一つとりあげても、また戦後の恒
藤の学問的努力と社会的活動における平和問題の大きさを考えても、恒藤の平和主義の問題は
恒藤研究の上できわめて大きな位置を占めている。恒藤は日本の法哲学確立者のひとりである
が、平和主義の問題は恒藤の法思想の特徴を理解するうえでも不可欠の問題であるといえよう。
今回のシンポジウムは、平和主義の問題から接近して、恒藤の法思想をあらためて吟味すると
いう狙いがある。
　前述のように、現代日本の政治と思想の状況が恒藤の平和主義の再考を要請している。恒藤
の平和主義を再考しつつ、そのことを通じて、現代日本の問題をも批判的に理解する視点を豊
かにすることがシンポジウムのもう一つの狙いとなるわけである。
２　各報告（論文）の意義について
（1）恒藤の平和主義の基本的特徴と発展過程の把握
　すでに述べたように、20 世紀は「戦争の世紀」であるが、同時に戦争を違法化する世界史
的課題を歴史に登場させた「戦争違法化の世紀」でもあった。桐山孝信氏の報告は、「戦争の
世紀」は「戦争の違法化」が始まった世紀でもあるという観点に立ち、氏の国際法の立場から、
恒藤の「戦争の世紀」との格闘の軌跡を、明快な論理をもって示したものである。「世界民」
論文を出発点とする恒藤の平和主義が一貫性をもって発展したということが説得的に展開され
ている。
　中村浩爾氏は、桐山氏の報告の積極的意義を確認したうえで、氏の法哲学・法思想研究の立
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場から、筆者の研究にも触れつつ、恒藤の学問・思想を全体的に把握する議論を展開した。氏
自身が 2004 年のシンポジウムで示した恒藤法哲学の特徴点の指摘からさらに視野を広げ、法
思想の視点もくわえて恒藤法哲学の全体的特徴に迫り、今後の恒藤研究の諸論点も積極的に提
起したといえよう。
　「戦争の世紀」を同時に「戦争違法化の世紀」として把握するのは、歴史の客観的事実の問
題であるとともに、人類の生存にかかわる主体的、実践的課題を示すことでもある。今日、恒
藤が経験しなかったスケールで覇権主義的秩序の崩壊と資本主義の未曽有の発展がみられ、そ
の結果、「戦争」のあり方が変化し、「戦争の違法化」の可能性も格段に大きくなるなかで、あ
たかも世界史の流れに逆らうような事態が日本で起こっている。桐山氏と中村氏の論文は、そ
のような現在の日本の政治的、思想的、状況のなかで、恒藤研究が持っている今日的な意義を
積極的に示した成果であることは疑いがない。
　それに関して歴史学の立場からいえば、恒藤の学問的営為が今日でも意味を失わない大きな
理由は、「20 世紀の戦争」のもっとも深刻な一発源地となった日本という場において、戦争と
平和の問題を一貫して追究し、高い理論的次元で国際平和の可能性を探究した努力にあると考
えられる。
　恒藤の学問的営為および社会的活動を貫く平和主義を、恒藤の歴史意識との関連でみる必要
があると思われる。恒藤は、一方で世界史認識における歴史科学的認識の必要性を前提としつ
つ、過去・現在・未来にわたる「歴史的時間」のあり方に即して世界史を歴史哲学的にも認識
することの必要性を説いた。恒藤の歴史哲学的認識は、カントやヘーゲルなどの世界認識の論
理を再考することを通して、自らの現実の歴史認識の妥当性を吟味するものであったように思
われる。
　1946 年 8 月に『経済学雑誌』に執筆された恒藤の論文「世界史の審判と人間による審判」は、
そのような観点から、第二次世界大戦における枢軸国の敗北と国際軍事法廷開設および国際連
合成立の世界史的意義を考察し、世界平和実現のための意識的諸努力が現実的力となりうる世
界史の段階が到来したのではないかということを論じている（3）。それは「世界平和」が人類の
たんなる「夢」でなくなる歴史段階の始まりといいうるかどうか、そうだとすれば、それによっ
て人類の目的意識的な実践的課題の明確化こそ必要になるという問題意識である。重要なこと
は、さきにも指摘したように、恒藤の歴史哲学的思索が、国際連合の成立と国際軍事法廷の開
廷にとどまらず、もっとも深刻な侵略の発源地であり、抵抗らしい抵抗が完全に圧殺された日
本において、1946 年 3 月に戦争放棄を規定した憲法草案が発表されるという歴史的現実に直
面し、その歴史的現在の意味を根本的に把握しようとする問題意識からなされたのではないか
と考えられることである。
───────────────────────────────────────────────
　（3）　拙稿 ｢ 恒藤恭の時代認識と進歩への祈願 ｣（『大阪市立大学史紀要』第 6 号、2013 年 10 月）参照。
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（2）恒藤研究における文学的アプローチの重要性
　恒藤の平和主義を深く理解するためには、「人間恒藤」を研究しなければならない。若き日
の恒藤が「文学青年」であったことや、法哲学の道に進んでからも「文芸」による深い思想表
現を続けたことを考えれば、文学研究の方法によって恒藤を研究することが恒藤の全体像を把
握するうえできわめて有効であり、不可欠でもある。本シンポジウムは、関口安義、上田博、
村田正博の各氏らが、文学研究者として最初から参加して学際的な共同研究を積み重ね、大き
な成果をあげてきた。
　今回、奥野久美子氏が芥川研究の第一線の若手研究者として報告者に加わった。奥野氏は、
恒藤と芥川龍之介それぞれの日露戦争体験やトルストイとの出会いの具体的様相に光をあて、
若き日の恒藤の「戦争と平和」に関する認識の特徴を説得力をもって明らかにし、今後の恒藤
の文学的側面からの研究に大きな可能性を示唆した。
　上田氏のコメントは、奥野氏に対するだけでなく、本シンポジウム全体に対するコメントで
もあった。上田氏の問題意識には、恒藤が生涯にわたって〈国家〉の〈無化〉という問題を探
究した〈思想家〉であったという問題意識がある。上田氏はそのことをさまざまな文学的方法
で追究してみせ、今回、その一つの総括を提示したといえよう。上田氏の恒藤論で見落とせな
い点は、恒藤の文学的表現の奥に恒藤の世界全体に関する哲学的、社会科学的認識が横たわっ
ていることはいうまでもないが、上田氏は、その恒藤の世界認識の核心を、独創的な文学的方
法で析出、提示することによって、私たちの学際的共同研究全体に大きな刺激を与えてきたこ
とである。
（ひろかわ　ただひで・大阪市立大学名誉教授）
